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平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に

当
た
り
、
国
民
の
皆
様
の
御

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
決

意
を
新
た
に
し
、
こ
こ
に
御

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
、
福
島
の
復
興
な
く
し
て

日
本
の
再
生
な
し
と
の
思
い

で
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
除
染
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
や
市
町
村
と
よ

く
相
談
し
な
が
ら
、
復
興
の

動
き
と
連
携
し
て
一
層
の
加

速
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

除
染
の
推
進
に
不
可
欠
な
中

間
貯
蔵
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
施
設
へ
の
搬
入
に
あ

た
り
必
要
と
な
る
法
律
が
昨

年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
ほ

か
、
除
去
土
壌
等
の
輸
送
や

施
設
の
安
全
対
策
等
の
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
福
島
県
に
お
け
る
災
害

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
帰
還
の
妨
げ
と
な
る
廃

棄
物
の
早
期
撤
去
を
最
優
先

の
目
標
と
し
、着
実
に
進
め

ま
す
。

第
二
に
、
国
内
外
で
の
低

炭
素
社
会
の
構
築
を
推
進
し

ま
す
。
昨
年
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
が
公
表

し
た
第
５
次
評
価
報
告
書
で

は
、
気
候
変
動
の
影
響
が
ま

す
ま
す
深
刻
に
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

二
〇
二
〇
年
以
降
の
新
た
な

国
際
枠
組
み
の
合
意
を
目
指

す
重
要
な
年
で
す
。
昨
年
末

に
ペ
ル
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
Ｐ
20
（
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
二
十
回
締
約
国
会
議
）

に
は
、
私
も
出
席
し
、
七
つ

の
国
・
地
域
の
環
境
大
臣
及

び
国
連
事
務
総
長
と
会
談
を

行
い
、
新
た
な
枠
組
合
意
に

向
け
た
世
界
の
熱
気
と
日
本

へ
の
期
待
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
我
が
国
の
約
束
草
案
を

で
き
る
限
り
速
や
か
に
提
出

し
、
全
て
の
国
が
参
加
す
る

公
平
で
実
効
的
な
枠
組
み
の

実
現
に
向
け
積
極
的
に
貢
献

し
ま
す
。
ま
た
国
内
で
は
省

エ
ネ
の
推
進
と
併
せ
て
、
多

様
な
再
エ
ネ
の
導
入
に
よ

り
、
大
胆
な
低
炭
素
化
を
進

め
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
夏
頃

を
目
処
に
政
府
全
体
の
適
応

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

第
三
に
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー

ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、

廃
棄
物
の
適
正
処
分
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
循
環
型
社
会

形
成
の
推
進
と
い
う
観
点
に

加
え
て
、
災
害
時
の
廃
棄
物

処
理
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
化
及

び
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化

と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
を
整
備
す
る

た
め
の
支
援
を
一
層
進
め
る

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
の

災
害
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て

制
度
的
な
側
面
も
含
め
検
討

を
進
め
ま
す
。

第
四
に
、
人
と
自
然
が
共

生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
国
内
の
絶
滅
危
惧

種
の
保
全
や
外
来
生
物
の
防

除
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

類
い
ま
れ
な
自
然
環
境
を
有

す
る
我
が
国
の
世
界
自
然
遺

産
や
国
立
公
園
を
未
来
の
世

代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ

ま
す
。

第
五
に
、
環
境
省
（
庁
）

発
足
以
来
の
基
本
任
務
で
あ

る
、
国
民
の
健
康
と
良
好
な

環
境
の
確
保
を
着
実
に
進
め

ま
す
。
大
気
汚
染
対
策
や
水

質
汚
濁
対
策
は
、
環
境
行
政

の
基
盤
で
す
。
特
に
、
国
民

の
皆
様
の
関
心
が
高
い
Ｐ
Ｍ

２
・
５
対
策
に
つ
い
て
は
、

原
因
の
解
明
や
削
減
対
策
の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

中
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア

各
国
と
の
大
気
汚
染
対
策
に

関
す
る
協
力
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
七
月
に
施
行
さ

れ
た
「
水
循
環
基
本
法
」
に

基
づ
き
、
関
係
府
省
と
連
携

し
て
、
水
環
境
の
保
全
と
健

全
な
水
循
環
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
海

洋
ご
み
対
策
、
製
造
か
ら
廃

棄
に
至
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

全
体
を
通
じ
た
化
学
物
質
の

環
境
リ
ス
ク
の
低
減
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
昨
年
十
一
月

に
我
が
国
で
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世

界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
取
組
を
促
進
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
二
〇
二
〇
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
、｢

環
境
に

や
さ
し
い
五
輪
」
と
「
環
境

都
市
東
京｣

の
実
現
に
向
け
、

東
京
都
や
関
係
府
省
と
連
携

し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、地
域
に
は
、豊
か
な

自
然
や
、太
陽
光
、風
力
、水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
地

域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
保
全
・
活
用
に
よ
り
、

地
域
に
お
い
て
投
資
と
雇
用

を
生
み
出
す
こ
と
を
通
じ
、

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
の
創

生
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
環
境

行
政
へ
の
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
大
い
な
る
発

展
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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